
 
 
 
 
 
 
 

第 1819 回例会  

平成 27 年 2月 16 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所４Ｆ 

ゲスト卓話 
「和歌山国体について」 

海南市役所 国体推進室長 尾﨑 正幸 様 
 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング    「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 48名    出席者数 30 名 

  出席率 62.5 ％   前回修正出席率  64.58 ％ 

 

４．会長スピーチ        会長 山東 剛一 君 

みなさん、こんにちは！

今日はゲストに海南市役

所国体推進室長、尾崎正幸

様をお迎えしています。の

ちほど「和歌山国体につい

て」というテーマで卓話を

していただくことになっ

ています。ご清聴下さい。 

先週は、PETS の方に阪口 

さん、財団委員会の方に楠部さんそれぞれ出席して

下さいました。ご苦労さまでございます。 

先週の例会で言いましたように 2月 11 日(水)、

12 日(木)の両日 11 名で宮崎中央 RC を訪問し、例

会に出席させていただきました。早朝 5時に会議所

を出発し、9 時半ごろ宮崎に着き、9 人のゴルフ組

と 2人の観光組にわかれて行動しました。夜は市内

の会員さんのお店で楽しい食事会をし、ひざをつき

合わせておそくまで語りあいました。翌日は例会に

出席し、11 名全員が一人ずつ自己紹介からそれぞ

れスピーチをしました。宮崎中央 RC の会員のみな

さまのあたたかい心のこもった歓迎ぶりに感謝、感

激、感動して帰ってまいりました。ありがとうござ

います。 

 

 

 

５．幹事報告         幹事 中西 秀文 君 

○2月11日(水)、12日(木)の両日、11名で宮崎中

央ＲＣを訪問しました。大歓迎を受け、親睦を

深めてきました。 

 

６．委員会報告 

○親睦活動委員会    委員長 角谷 太基 君 

 ・4月6日（月）の夜間例会は、花見例会になり

ます。場所は藤白神社の神田屋で行います。 

 ・4月12日（日）は家族例会で姫路方面を予定し

ていますので、多数のご参加をお願いします。 

 
７．会長エレクト研修セミナー(PETS)報告 

会長エレクト 阪口 洋一 君 

皆さん今日は、先週の金曜、

土曜日に会長エレクト研修セ

ミナー(PETS)に参加してきま

した。詳しい内容は後日報告

会が予定されているようなの

で、重要なことだけを報告い

たします。 

○地区ガバナーエレクトから

提出されていた地区予算案が

承認されました。予算案の金額的な内容は今年度とほ

ぼ同額です。非常に紛糾した会であり、予算案の審議

に PETS の半分以上の時間を要したわけですが、最終

的にこう言う結果となりました。既にエレクト派と反

エレクトの対立がこういう結果になったように感じ

ました。 

○地区協議会は昨年、4月か 5 月に 1 日で開催されて

いましたが、今回は 3 月から 4 月にかけ 4回に分けて

開催されます。既に、連絡している委員会もあります。

他の委員会には追って、連絡いたしますので、各委員

長さんよろしくお願いいたします。5 大奉仕部門は代

表の委員長 1 人の参加で良いとのことでした。 

今回のセミナーに参加して感じたことは、我が海南

東ＲＣは今までそうであったように、今後も常に中立

であり、ロータリーの正道を歩み、ロータリアンの責

務を粛々と果たすことが重要であると思いました。 

私は海南東ＲＣで本当に良かったと思いました。 

有難うございました。 
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８．ゲスト卓話 

「和歌山国体について」 
海南市役所 国体推進室長 尾﨑 正幸 様 

 みなさん、こんにちは。今

日は今年開催される紀の国

わかやま国体についてご説

明をさせていただきます。 

国体は、広く国民の間にス

ポーツを普及し、スポーツ精

神を高揚して国民の健 康増

進と体力向上を図り、併せて

地方スポーツの振興と地方

文化の発展に寄与するとともに、国民生活を明るく豊

かにすることを目的に開催しています。 

国体のはじまりは、戦後の混乱期の中、スポーツを

通して国民に希望と勇気を与えようと、昭和 21 年

(1946 年)、京都を中心とした京阪神地区で第 1 回大

会が開催されました。毎年、都道府県持ち回りで開催

され、昭和 63 年(1988 年)の第 43 回京都大会から、

二巡目国体が開催されています。 

和歌山国体は、2015(平成 27)年 9 月 26日（土）～

10 月 6 日（火）に開催され、県が目指す国体とは、

半世紀に一度のビッグ・スポーツイベントであり、開

催を起爆剤として、和歌山県のスポーツの振興・活性

化を図り、「元気な和歌山」を実現するには、県民の

英知とエネルギーを 結集した取組が不可欠であるこ

とから、大会の開催及び開催準備の指針となる基本目

標と、その実現に向けた取組の方向性や考え方を明ら

かにするため、第 70 回国民体育大会開催基本構想を

策定し、『全国に和歌山県の魅力を強くアピール』、『県

民一人ひとりが、スポーツを「する」「みる」「支える

（育てる）」機会を享受』、『スポーツ価値、楽しさ、

感動の共有』をもたらす大会

となるよう、以下４つの基本

目標を設定しています。県民

が一丸となって基本目標に

まい進し、国体開催を通じ、

本県のスポーツ実施人口の

拡大と競技力の向上、地域の

スポーツ環境の整備・充実を

実現させるとともに、地方文

化の振興など県勢発展に大

きな遺産となるよう、さらに

は自信と誇りに満ちた「元気な和歌山」の実現に繋が

るよう、総力をあげて取り組みます。スローガンは、

「躍動と歓喜、そして絆」で、活力に満ちたふるさと

づくりに寄与する大会の実現を通じ、和歌山の元気・

活力・躍動感を全国にアピールするとともに、大会に

参加するすべての人が躍動し、歓喜する。そこに交流 

 

 

 

 

 

 

が生まれ、絆が深まるような大会を目指すことをイメ

ージしています。 

海南市で開催される正式競技は、①バスケットボー

ル（成年女子）9 月 22 日（火曜日）～24 日（木曜日） 

海南市総合体育館、②ライフル射撃（ＣＰを除く）（50

ｍ・10ｍ・ＡＰ）9 月 27 日（日曜日）～30 日（水曜

日）（ＢＲ・ＢＰ）9 月 27日（日曜日）～29 日（火曜

日）会場（50ｍ・10ｍ・ＡＰ）和歌山県ライフル射撃

場 ＢＲ・ＢＰ）和歌山県立貴志川高等学校体育館。 

③銃剣道（全種別）10月 3 日（土曜日）～5日（月曜

日）海南市総合体育館で開催されます。 

また、デモンストレーションスポーツとして、①エ

アロビック 5 月 31 日（日曜日）海南市総合体育館

②カローリング 9月 6 日（日曜日）海南市総合体育

館③武術太極拳 9 月 13 日（日曜日）海南市総合体

育館④バウンドテニス 9 月 27 日（日曜日）海南市

拝待体育館⑤日本拳法 10 月 4 日（日曜日）海南市

拝待体育館となります。 

皆さんのご協力をお願いします。 

 
９．閉会点鐘 
 
 
 
山畑 弥生 君  宮崎中央ＲＣ訪問、皆様に大変お世

話になりありがとうございました。 
宇恵 弘純 君  宮崎中央ＲＣを訪問させて頂き素

晴らしい最高の歓迎をして頂き、感

激致しました。 
中西 秀文 君  宮崎中央ＲＣ訪問に参加された皆

様お疲れ様でした。２日間本当に楽

しかったです。 
寺下  卓 君  宮崎中央ＲＣ訪問参加者の皆さん

お疲れ様でした。皆様にお世話にな

りました。 
花田 宗弘 君  宮崎中央ＲＣの皆さんに大変お世

話になりました。 
桑添  剛 君  宮崎中央ＲＣ訪問 大変楽しかっ

たです。皆さんお疲れ様でした。 
山東 剛一 君  先週の宮崎中央ＲＣを訪問して楽

しい交流をしてきました。 
阪口 洋一 君   ２月１３日１４日会長エレクト研

修セミナーに出席して来ました。 
楠部 賢計 君  会長の推薦は本人のことを思い、お

願いしました。 
谷脇 良樹 君   宮崎中央ＲＣ訪問、柳生さんも喜ん

でいると思います。 
田岡 郁敏 君   尾崎室長、卓話宜しくお願いします。 

 
 次回例会 
  第 1820 回例会 平成 27 年 2 月 23 日(月) 
    12：30～ 海南商工会議所４階 

会員卓話 
「創立 40 周年記念式典等について」 

実行委員長 宇恵 弘純 君 

会報委員会    委員長：寺下 卓  副委員長：阪口 洋一 委員：土井 元司 木地 義和 小久保好章


